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【平成28年度会計別補正予算】
（千円）　　　　

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計 220,866 15,644,921

国民健康保険 11,531 4,917,219

後期高齢者医療 ▲6,425 382,777

介護保険 1,679 ３,359,507

公共下水道 ▲2,311 1,242,351

水道事業 (収益的支出 ) 2,110 359,303

【平成27年度補正予算】
（千円）　　　　

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計 ▲74,488 16,127,338

※年度末における地方債発行額の確定により補正するもの　　　　　　　　　　　　　　　

水俣市選挙管理委員会及び補充員当選者（敬称略）

委　
　

員

吉
よし

　村
むら

　明
はる

　賢
よし

（月　浦）
補
充
員

井
いの

　上
うえ

　信
しん

　二
じ

（牧ノ内）

佐
さ

　伯
えき

　宗
むね

　雄
お

（白浜町） 松
まつ

　山
やま

　勝
かつ

　征
ゆき

（長野町）

松
まつ

　田
だ

　喜
よし

　正
まさ

（旭　町） 市
いち

　来
き

　敏
とし

　明
あき

（丸島町）

大
おお

　石
いし

　健
けん

　一
いち

（陣　内） 平
ひら

　田
た

　智
とも

　士
し

（大園町）

　　　　　 任期：平成28年６月25日～平成32年６月24日

６月定例会の報告６月定例会の報告
可決された補正予算・条例など可決された補正予算・条例など
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○災害用備蓄用品
６０５万円

　飲食料品、生活用品等の備蓄品の購入費で
す。今後も計画的に備蓄品を充足する予定です。

○仮庁舎プレハブリース料他
８，９３７万円

　庁舎の移転に伴う平成28年度分のプレハブ
リース料のほか、ネットワーク構築業務委託
料やネットフェンス設置工事等が含まれます。

○農林水産施設災害復旧費
２４３万円

　４月21日の豪雨及び６月19日からの梅雨前
線豪雨に伴う農地、農業用施設、林道施設の
復旧費です。

○公共土木施設災害復旧費
３，９３４万円

　熊本地震及び５月と６月の豪雨に伴う道路、
河川の復旧費です。

○各小中学校施設構造点検業務委託料
１８３万円

　熊本地震による各小中学校（旧三中除く）
の点検費です。

○各小中学校施設修繕料
１７８万円

　熊本地震に伴う市内４校分の修繕費です。

○煙突強度検査委託料
１００万円

　水俣市環境クリーンセンター設備の検査費
です。

○被災者支援に関する入居受け入れ準備費用
 ９２万円
　熊本地震で被災された方の入居受け入れの
ための施設修繕や清掃費です。

○水俣病公式確認60年事業補助金
　 ６３８万円
　当初予算2,000万円と合わせて、市内９団体
の事業に対して補助するものです。

○被災者宿泊費助成事業業務委託料　

３２５万円
　熊本地震被災者が水俣の宿泊施設を利用す
る際に、大人（中学生以上）3,000円・小人（小
学生以下）2,000円を助成するものです。これ
まで延べ50名の方が利用されました。

○災害見舞金

１，０１９万円
　熊本地震被災者の支援として、避難者の住
居等を含めた生活支援金、避難世帯の小・中
学生に対しては就学支援金が支給されます。

○構造点検業務委託料

５０３万円
　熊本地震による市役所庁舎や市営住宅を含
む公共施設24カ所の点検費です。

○庁舎機能移転設計業務委託料

３６５万円
　もやい館前の文化会館駐車場へ移転するた
ための設計費です。

○公園整備基本設計業務委託料

３５１万円
　湯の鶴地区において元旅館跡を公園化する
ための設計費です。

○宿泊費助成事業業務委託料

１，５５０万円
　熊本地震により、４月と５月の宿泊キャン
セルが4,000名超になったことから、観光客を
再度誘致する事業を進めます。

○コミュニティ助成事業助成金

３５０万円
　８区及び17区の自主防災組織を育成するた
めに活用されます。

平成28年度平成28年度　　補正予算の主なもの補正予算の主なもの
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議 案 の 審 議 結 果
賛否の分かれた議案

会派
議員名

陳情
請願

真　志　会 政進クラブ 無限21
日　本
共産党

自
民
党

公
明
党

政
風
ク
ラ
ブ

水
進
会

結　
　

果

髙　

岡　

利　

治

谷　

口　

明　

弘

塩　

﨑　

達　

朗

桑　

原　

一　

知

福　

田　
　
　

斉

中　

村　

幸　

治

田　

口　

憲　

雄

谷　

口　

眞　

次

藤　

本　

寿　

子

田　

中　
　
　

睦

野　

中　

重　

男

髙　

岡　

朱　

美

松　

本　

和　

幸

牧　

下　

恭　

之

岩　

阪　

雅　

文

小　

路　

貴　

紀
陳第４号
　水俣湾埋め立
て地八幡残渣
プールに対し早
急に適正な対策
を講じる事を求
める陳情につい
て

× × × × 議長 × × × ○ ○ ○ ○ × × × ×

不
採
択

賛成：水質調査方法の適否が不明瞭で市道部分の埋め立て内容物は未調査だ。過
去に高濃度の水銀が検出された事実を踏まえれば安全と判断するのは早計。地震
による護岸崩壊を憂慮し国に早急な対策を求めることは理解できる。

反対：水俣湾埋立地と八幡プールは、県と市が定期的に水質調査を行い、適正に
管理されており、現状では、異常は認められていない。特に水俣湾埋立地は「エ
コパーク水俣」に生まれ変わり、子ども達から高齢者までスポーツ等を通じて交
流を深める場所として、市民にとって重要な拠点と考える。この大切な場所を守
るため、現在の適正な管理が継続的に行われているかを注視し、チェックしてい
く事が重要である。

請第１号
　TPP 協 定 を
国会で批准しな
いことを求める
請願について

× × × × 議長 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×

不
採
択

賛成：TPP は、多国籍企業が参加国の市場に参入し、大きな利益を上げるしくみ
になっている。交渉が秘密裏に行われ、選挙前の約束である重要５品目の除外は
守られていない。国内各種生産者や経済に多大な影響を与えることは必至である。

反対：新たな農林水産業の在り方に挑戦し、国内市場における問題や影響を単に
嘆くのではなく、海外も含めて活路を見出そうとしている多くの人々がいる。ア
ジア太平洋地域とともに安全と発展につなげていくためにも、批准に向けて用意
周到に手続きを進めていくべきと考える。

陳第１号
　原子力規制委
員会に対して、
陳第２号
　九州電力株式
会社に対して、

川内原子力発電
所免震重要棟建
設問題について
の対応を求める
陳情について

× × × × 議長 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×

不
採
択

賛成：免震棟の重要性は福島原発事故時の前東電社長が事故調査委員会でも報告
している。原子力規制委員会は、審査の前にはつくらなければ審査を通さないと
言っていたほどだが、九州電力の耐震施設への設置変更届けに対し結論を出して
いない。住民のせめてもの安全に期するべきである。

反対：原発は将来的にはなくすべきだと思うが、本陳情の趣旨である免震棟の建
設については、岩盤上に固着させる丈夫な耐震構造施設も免震構造と同じように
新基準を満たすと聞いている。また免震棟は新規制基準の必須ではない。

《継続審査》陳第３号　若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める陳情について

議会運営委員を新たに１名選任
　塩﨑達朗議員（旧：蘇心会）と、桑原一知議員（旧：新緑会）が真志会（２→４名）として活動するこ
とになり、それに伴い塩﨑達朗議員を議会運営委員に選任（４→５名）しました。
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庁舎建替等対策特別委員会を設置
これからの問題や課題に対して、議会は積極的に関わっていきます。

正副委員長 委　　　　　　　　　　　　　　員

（委員長）
髙　岡　利　治 小　路　貴　紀 谷　口　明　弘 田　口　憲　雄 藤　本　寿　子

（副委員長）
松　本　和　幸 中　村　幸　治 谷　口　眞　次 野　中　重　男

《委員会の活動報告》
　６月23日　特別委員会設置
　６月27日　政府へ提出する意見書素案の協議
　６月30日　水俣市と同様に庁舎等が被災した自治体の動向調査の必要を確認
　　　　　　国・県及び関係先に対する要望活動の協議

《意見書》平成28年度第２回定例会（６月議会）本会議において全会一致で承認し、下記のと
　　　　　　　　おり政府に意見書を提出しました。

行政庁舎再建等についての国庫補助制度の創設を求める意見書

　平成28年熊本地震は、４月14日の前震と続く同16日の本震の二度の激震により、多くの尊い人
命を奪い、地域住民の生活基盤や安寧な日常生活を奪い、甚大な被害をもたらしました。そのよ
うな中、本市においては庁舎機能の移転を余儀なくされ、同様に熊本県内各市町村でも行政庁舎
等の施設、設備が甚大な被害を受けています。
　今回の地震により、本市及び熊本県内各市町村の行政庁舎等は、あらゆる災害時に地域防災の
要として機能し、人命救助や避難者支援など、防災対策の司令塔としての役割を果たさなければ
ならないことが、改めて明らかとなりました。そのためには、庁舎等は単なる復旧ではなく、地
域にとって真に必要な防災拠点機能を併せ持った、災害に強いものとする必要があります。
　現行制度上、行政庁舎等の再建については、機能強化等を含め補助制度がないため、地方単独
事業として実施する必要があります。しかし、特に本市のような小規模自治体では、財政基盤が
弱く、災害に強い復旧、復興を進める上で大きな障壁となっています。
　これらのことから、国におかれては、行政庁舎等の再建について、東日本大震災時の支援も踏
まえ、躊躇なく災害復旧と防災機能の強化に取り組めるよう、下記事項について特段の措置を講
じられるよう強く要望します。

記
１　行政庁舎再建等において、応急工事や調査、仮設庁舎の建設等も含めた国庫補助制度を創設
　すること。
２　あらゆる災害において防災拠点機能を発揮できるよう、行政庁舎等の耐震化を含む拠点機能
　の充実等に要する費用について、国庫補助制度を創設すること。
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厚 生 文 教厚 生 文 教総 務 産 業総 務 産 業
　専決処分の報告及び承認２件、条例の改正２件、
補正予算４件、陳情２件

●専決処分　議第49号　平成27年度水俣市一般会
計補正予算第10号中付託分

質疑―台風の影響等で総合体育館が被災。付近へ
の影響はあったか。

答弁―付近の住宅のガレージの一部が破損した。
今後、点検や修繕方法について、検討して
いきたい。

●議第53号　水俣市介護保険法に基づく指定地域
密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に

係る基準に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

質疑―事業所等において、マイナス面はないか。
答弁―特に不都合等はない。

○議第54号　平成28年度水俣市一般会計補正予算
第３号中付託分について

質疑―空き家バンク登録物件調査協力謝金の内容
はどうか。

答弁―空き家バンクの事前調査として、不動産関
係の団体に依頼するが、１件あたり４千円
の謝金費用を計画している。

○陳第４号　水俣湾埋立地、八幡残
ざん

渣
さ

プールに対

し早急に適正な対策を講じる事を求める陳情に

ついて

（反対）

　熊本県が設置している水俣湾公害防止事業埋立
地護岸等維持管理委員会において、現状では、埋
立地の異常は認められていない。八幡プールにお
いても水俣市や熊本県が、定期的かつ継続的に水
質調査を実施しており、周辺環境への影響等もな
いことが確認されている。そのため、現時点では、
適正な管理が行われていると判断される。
（賛成）

　現在、水俣市や熊本県が実施している水質調査
は、調査の仕方自体に疑問がある。未実施である
土壌調査についても、調査、検討の余地がある。
そのため、現時点では、適正な管理が行われてい
るとはいえない。

●南九州西回り自動車道の袋インター取り付け関

連道路改良事業について

質疑―用地買収が進まなかった理由と今後の見通
しはどうなっているのか

答弁―インター取り付けの交差点協議に期間を要
し着手できなかった。今年度から着手する。

●ふるさと納税について

質疑―業者に手数料を支払って宣伝や商品の発送
を行う仕組みでなく、地元で直接行い、市
と生産者に少しでも有利となる仕組みにで
きないか

答弁―理想的と思うが、ノウハウや宣伝効果から
業者に委託している。宣伝を業者にお願い
し、注文受付、商品発送を地元で行う分業
の仕組みも考えられるが、現状はノウハウ
の蓄積がなく、そこまで行き着いていない。

●災害用備品の内容について

質疑―災害の備蓄用品はどのようなものがあるのか。
答弁―500人分の食料、簡易トイレ、毛布、ミル

ク用品、生理用品等である。
質疑―防災士や気象予報士の資格所持者を市役所

に常時配置することで、防災のノウハウ、
自主防災組織への指導、助言等を促し市全
体の意識向上が図られると思うがいかがか。

答弁―出水市でモデル事業が行われており、その
活用を含め検討したい。

●庁舎移転について

質疑―移転に伴うプレハブリースの規模、今年度
のリース期間、移転候補先である文化会館
駐車場は今後いつまで利用できるのか

答弁―規模は3,000㎡の２階建て、今年度リース期
間は５カ月分。10月までにプレハブの建設
が完了し11月から移転できると想定してい
る。駐車場の利用は今年７月いっぱいは可
能と思われる。

●平成28年度水道事業特別会計補正予算（第１号）
質疑―平成28年度予算の特別損失の内容は
答弁―平成28年１月の寒波時の水道管破裂による

漏水分は、水道料金の減免が可能であり、
市報等で案内してきたが、現時点で未申請、
その後の還付金である。今後も申請の呼び
かけを行う。

＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。
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　６月定例会では、８人の議員が一般質問を行いま

した。

　水俣市は１人70分以内で、１テーマにつき３回

まで質問できます。議会だよりでは、スペースの

都合上、質問と答弁の一部を掲載しています。

●髙岡　利治

　１．熊本地震

　２．市役所の庁舎機能の移転問題

　３．庁舎機能移転推進室設置及び６月

の人事異動

●田口　憲雄

　１．市役所庁舎

　２．経済基盤

　３．水俣高校への具体的支援

●藤本　寿子

　１．水俣川河口臨海部振興構想事業

　２．脱原発を指針とし次世代エネル

ギー事業を推進する取り組み

　３．地域の野良猫の対策

●髙岡　朱美

　１．熊本地震に学ぶ減災対策

　２．病児・病後時保育実施計画

●野中　重男
　１．熊本地震の教訓から今後予想され

る日奈久断層の地震への備え

　２．水俣川河口臨海部の開発

　３．水俣市庁舎移転と建替え

●塩﨑　達朗
　１．熊本地震での水俣市の対応

　２．庁舎建替え問題

　３．移住定住の促進

　４．高校生の地元就職状況

●谷口　明弘
　１．市役所の庁舎機能移転

　２．新庁舎建設

　３．熊本地震に関する本市の対応

●小路　貴紀
　１．平成28年熊本地震

　２．市長ブログ

　３．初恋のまちづくり
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問　

市
役
所
の
庁
舎
移
転

の
話
が
出
て
い
る
が
、
現

状
の
構
造
的
問
題
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

答　

本
庁
舎
は
昭
和
35
年

に
建
設
さ
れ
、
既
に
56
年

が
経
過
し
て
お
り
、
平
成

21
年
に
実
施
し
た
耐
震
診

断
で
は
、
建
物
の
耐
震
性

を
表
す
値
が
公
共
施
設
に

必
要
と
さ
れ
る
値
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
。
震
度

６
強
以
上
の
地
震
が
発
生

す
る
と
、
倒
壊
ま
た
は
崩

壊
す
る
危
険
性
が
高
く
、

早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ

る
。

 髙岡　利治  議員

庁舎機能移転と、庁舎建替問題は
喫緊の課題、早急に着手したい

市
役
所
の
庁
舎
機
能

移
転
問
題
に
つ
い
て

問　

移
転
す
る
に
あ
た
り
、

い
つ
ま
で
に
、
ど
こ
に
移

転
す
る
の
か
、
ま
た
予
算

は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の

か答　

移
転
時
期
に
つ
い
て

は
、
議
会
の
承
認
が
得
ら

れ
れ
ば
早
速
準
備
に
取
り

掛
か
り
、
プ
レ
ハ
ブ
の
仮

庁
舎
を
建
て
、
本
年
秋
頃

か
ら
移
転
を
開
始
し
、
遅

く
と
も
来
年
１
月
ま
で
に

は
移
転
作
業
を
完
了
し
た

い
と
考
え
る
。

　

場
所
に
つ
い
て
は
、
緊

急
性
、
利
用
者
の
利
便
性
、

経
費
等
の
面
か
ら
総
合
的

に
判
断
し
、
水
俣
市
文
化

会
館
駐
車
場
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

予
算
に
つ
い
て
は
、
電

算
移
転
費
が
約
５
千
万
円
、

プ
レ
ハ
ブ
の
５
年
間
リ
ー

ス
料
が
約
４
億
３
千
万
円
、

こ
の
他
に
電
話
の
移
設
経

費
、
引
っ
越
し
費
用
等
が

考
え
ら
れ
る
。

問　

移
転
問
題
も
含
め
、

以
前
か
ら
議
会
で
も
取
り

上
げ
て
い
た
庁
舎
建
替
に

関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か

答　

市
役
所
庁
舎
の
老

朽
化
、
耐
震
性
の
問
題

は
、
か
ね
て
よ
り
懸
案
事

項
と
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
今
回
の
熊
本
地
震
の

発
生
状
況
、
被
災
自
治
体

の
様
子
を
目
の
当
た
り
に

す
る
と
、
庁
舎
の
建
替
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
今

回
の
機
能
移
転
が
終
了
次

第
、
早
急
に
着
手
し
た
い
。

問　

文
化
会
館
駐
車
場
に

プ
レ
ハ
ブ
を
建
て
た
場
合
、

現
在
の
庁
舎
機
能
が
す
べ

て
収
ま
る
の
か

答　

現
在
検
討
中
で
あ
る

が
、
教
育
委
員
会
の
棟
は

そ
の
ま
ま
利
用
し
た
い
。

も
や
い
館
の
一
部
も
使
用

で
き
れ
ば
と
思
う
。

問　

庁
舎
機
能
移
転
終
了

後
、
建
替
に
関
し
て
も
早

急
に
着
手
し
た
い
と
の
こ

と
だ
が
、
着
手
か
ら
完
成

ま
で
に
ど
の
く
ら
い
の
期

間
を
想
定
し
て
い
る
の
か

答　

建
替
着
手
か
ら
完
成

ま
で
、
お
お
よ
そ
５
年
か

ら
６
年
位
を
想
定
し
て
い

る
。

問　

庁
舎
機
能
移
転
、
引 

っ
越
し
か
ら
、
庁
舎
建
替

に
関
し
て
、
建
設
工
事
等

は
地
域
振
興
も
含
め
て
地

場
企
業
の
活
用
を
優
先
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

こ
れ
か
ら
工
事
や

引
っ
越
し
等
が
出
て
く
る

の
で
、
地
元
業
者
を
使
え

る
と
こ
ろ
は
使
っ
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
、

○
熊
本
地
震
に
つ
い
て

○
庁
舎
機
能
移
転
推
進
室

設
置
及
び
６
月
の
人
事
異

動
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
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問　

国
か
ら
財
政
支
援
は

答　

現
時
点
で
は
な
い
が
、

県
と
一
体
と
な
り
国
へ
働

き
か
け
る
。

問　

市
庁
舎
の
建
替
場
所

は答　

現
在
地
を
含
め
再
検

討
。

問　

建
替
期
間
と
費
用
は

答　

基
本
構
想
か
ら
工
事

で
、
５
年
か
ら
６
年
か
か

る
。
費
用
と
し
て
精
査
し

て
い
な
い
が
35
億
か
ら
40 

億
円
程
度
に
な
る
。

問　

建
替
の
積
立
金
は

答　

基
金
と
し
て
８
億 

８
千
万
円
あ
る
。

田口　憲雄  議員

人口維持のため、経済基盤
の制度整備が急務

問　

公
共
施
設
を
入
れ
た

複
合
施
設
に
さ
れ
る
つ
も

り
は
な
い
か

答　

市
民
の
利
便
性
を
考

え
る
と
非
常
に
効
率
的
。

場
所
の
確
保
等
を
含
め
、

検
討
し
て
い
く
。

問　

民
間
活
用
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
で
対
応
し
な
い
か

答　

他
市
町
村
を
参
考
に
、

従
来
方
式
と
民
間
活
用
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
比
較
検
討

し
て
い
く
。

経
済
基
盤
に

つ
い
て

庁
舎
機
能
移
転
と
庁

舎
建
替
に
つ
い
て

問　

誘
致
活
動
の
状
況
と

課
題
は

答　

事
業
用
地
の
不
足
等

の
理
由
か
ら
進
ん
で
い
な

い
。
他
自
治
体
を
見
習
い
、

企
業
が
利
用
し
や
す
い
制

度
に
見
直
し
て
い
く
。

問　

補
助
金
の
見
直
し
状

況
は

答　

制
度
の
見
直
し
、
増

額
等
検
討
。

問　

人
材
確
保
と
人
材
育

成
の
た
め
、
地
場
企
業
に

人
材
育
成
補
助
金
等
を
考

え
な
い
か

答　

能
力
向
上
等
を
支
援

し
、
効
率
的
な
補
助
制
度

を
考
え
る
。

問　

人
口
が
減
少
し
市
場

が
縮
小
し
て
い
る
。
商
圏

拡
大
の
支
援
制
度
を
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う

か答　

地
域
外
で
の
営
業
や

販
路
拡
大
に
対
す
る
支
援

等
、
見
直
し
や
拡
充
も
検

討
す
る
。

　

そ
の
他
、
水
俣
高
校
へ

の
具
体
的
支
援
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

企業が集まる産業団地

移転予定の本庁舎と水道局棟
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脱原発を指針に
次世代エネルギー事業推進を

藤本　寿子  議員

水
俣
川
河
口
臨

海
部
振
興
事
業

野
良
猫
を
減
ら

す
た
め
の
制
度

づ
く
り
を

問　

地
震
後
、
八
幡
プ
ー

ル
の
調
査
を
行
っ
た
か

答　

老
朽
化
調
査
時
か
ら

２
カ
所
の
変
状
を
確
認

問　

現
在
の
進
捗
状
況
は

答　

水
俣
川
河
口
臨
海
道

路
の
整
備
を
目
的
と
す
る

た
め
、
老
朽
化
し
た
護
岸

等
の
点
検
調
査
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
、
現
在

は
、
環
境
影
響
調
査
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

約
５
ha
の
埋
立
て
に

よ
る
海
域
の
環
境
変
化
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

答　

環
境
影
響
調
査
の
実

施
を
す
る
。
有
識
者
に
助

言
を
も
ら
う
。

問　

市
民
は
八
幡
プ
ー
ル

の
安
全
性
、
埋
立
て
に
よ

る
海
域
へ
の
環
境
汚
染
を

心
配
し
て
い
る
。
市
民
へ

問　

川
内
原
子
力
発
電
所

周
辺
の
地
震
、
火
山
の
活

動
を
ど
う
思
う
か

答　

基
準
地
震
動
の
様
子

や
火
山
の
様
子
を
み
る
。

の
説
明
を
す
る
予
定
は
な

い
か

答　

今
後
、
市
民
へ
の
説

明
会
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

市
民
や
地
域
の
集
会

の
中
で
原
発
事
故
が
起

こ
っ
た
場
合
の
避
難
計
画

や
安
定
ヨ
ウ
素
剤
等
の
配

布
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、
心
配
の
声
が
あ

る
が

答　

今
後
、
安
定
ヨ
ウ
素

剤
配
布
も
含
め
検
討
す
る
。

水
俣
市
の
電
力
会
社
の
設
立
を

問　

水
俣
市
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
よ
る
電

力
は
ど
れ
位
あ
る
の
か

答　

太
陽
光
発
電
等
で
約

７
メ
ガ
ワ
ッ
ト
あ
る
。

問　

既
に
電
力
自
由
化
を

機
に
「
電
力
売
買
事
業
会

社
」
を
設
立
す
る
自
治
体

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か

答　

平
成
23
年
度
の
地
域

経
済
循
環
分
析
に
お
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
関
連
の

市
外
流
出
額
は
、
約
85
億

円
。
本
市
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
は
重
要
と
考

え
る
。

問　

保
健
所
が
捕
獲
し
な

く
な
り
、
市
民
か
ら
苦
情

が
あ
る
か

答　

特
に
苦
情
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

問　

今
年
に
入
り
、
水
光

社
前
等
に
捨
て
猫
が
あ
り

保
護
し
て
育
て
る
グ
ル
ー

プ
が
あ
る
が
、
市
は
、
野

良
猫
を
増
や
さ
な
い
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
グ

ル
ー
プ
の
活
動
を
承
知
し

て
い
る
か

答　

犬
や
猫
の
里
親
や
一

時
預
か
り
の
募
集
、
不
妊

手
術
を
定
期
的
に
行
う
活

動
を
さ
れ
て
い
る
。

問　

先
進
地
で
は
、
野
良

猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
、

地
域
で
の
「
共
生
」
を
進

め
る
制
度
を
つ
く
り
、
活

動
す
る
団
体
に
は
、
補
助

金
を
出
す
な
ど
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に

つ
い
て
ど
う
思
う
か

答　

今
の
所
、
考
え
て
い

な
い
。

市庁舎屋上の太陽光パネル
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 髙岡　朱美  議員

熊本地震から学んで減災対策を

病
児
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

問　

新
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
家
屋
で
多
く

の
死
者
が
出
て
い
る
が
、

水
俣
の
耐
震
化
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

答　

公
共
施
設
96
・
７
％

住
宅
63
・
９
％
、
特
定
建

築
物
74
％
（
平
成
23
年
現

在
）
で
あ
り
、
計
画
で
は

90
％
を
目
指
し
て
い
る
。

補
助
制
度
を
広
報
や
Ｈ
Ｐ

で
知
ら
せ
、
推
進
を
図
る
。

問　

地
域
避
難
所
15
ヵ
所

が
ま
だ
耐
震
化
さ
れ
て
い

な
い
。
大
規
模
な
被
災
に

備
え
、
す
べ
て
が
機
能
す

る
よ
う
市
が
積
極
的
に
関

与
し
進
め
て
ほ
し
い

答　

財
源
の
問
題
が
あ
り
、

非
常
に
厳
し
い
。

問　

災
害
時
に
支
援
を
必

要
と
す
る
人
の
数
は
。
ま

た
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る

計
画
か

答　

対
象
は
６
５
４
人
で

そ
の
名
簿
が
す
で
に
で
き

て
い
る
。
個
別
の
支
援
計

画
は
今
後
進
め
て
い
く
。

問　

地
域
防
災
組
織
と
連

携
で
き
れ
ば
大
き
く
進
む

は
ず
だ
。
ま
た
提
携
福
祉

施
設
を
増
や
す
と
共
に
地

域
避
難
所
の
施
設
整
備
を

進
め
、
軽
度
の
障
が
い
者

の
受
け
入
れ
場
所
を
増
や

し
て
は
ど
う
か

答　

ま
ち
か
ど
健
康
塾
を

実
施
す
る
過
程
で
ス
ロ
ー

プ
や
ト
イ
レ
改
修
な
ど
は

進
め
て
き
た
。
提
携
施
設

は
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問　

地
震
で
原
発
事
故
が

起
き
た
場
合
、
今
の
避
難

計
画
は
現
実
的
と
思
う
か

答　

屋
内
退
避
や
車
で
の

避
難
が
で
き
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
見
直
し
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問　

見
直
し
に
は
ど
れ
く

ら
い
か
か
る
か

答　

国
、
県
の
計
画
変
更

に
合
わ
せ
で
き
る
だ
け
早

く
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　

そ
れ
で
は
遅
い
。
い

つ
南
西
方
向
で
地
震
が
起

き
る
か
わ
か
ら
な
い
中
で
、

避
難
方
法
が
な
い
現
実
に

直
面
し
て
い
る
。
原
発
を

停
止
す
る
よ
う
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。
同
時

に
「
脱
原
発
を
め
ざ
す
首

長
会
議
」
に
入
っ
て
、
共

同
の
力
で
原
発
事
故
の
恐

怖
の
な
い
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
ほ
し
い

答　

事
故
へ
の
不
安
の
声

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
し 

っ
か
り
対
応
す
る
よ
う
求

め
た
。
停
止
を
申
し
入
れ

る
つ
も
り
は
な
い
。
議
会

の
承
認
が
得
ら
れ
る
な
ら

会
議
に
入
る
こ
と
は
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
。

問　

病
児
病
後
児
保
育
実

施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

答　

７
月
に
公
募
を
行
い

今
年
度
中
に
開
始
す
る
。

問　

困
っ
た
と
き
に
駆
け

込
む
福
祉
事
業
な
の
で
、

行
政
が
し
っ
か
り
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
。
同

時
に
子
育
て
に
理
解
の
あ

る
職
場
づ
く
り
を
進
め
な

け
れ
ば
少
子
化
問
題
は
解

決
し
な
い
。
何
か
計
画
は

あ
る
か

答　

出
前
講
座
や
啓
蒙
活

動
等
や
っ
て
き
た
。
今
後

も
や
っ
て
い
き
た
い
。

避難所として開放された熊本学園大学ホール
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 野中　重男  議員

県
が
道
路
敷
き
は
安
定
型
最
終
処
分

場
で
は
な
い
と
主
張
す
る
な
ら
市
は

県
か
ら
回
答
を
も
ら
う
べ
き
だ

問　

熊
本
県
は
八
幡
プ
ー

ル
群
に
つ
い
て
Ｊ
Ｎ
Ｃ
の

安
定
型
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
と
し
て
許
可
を
出

し
て
い
る
が
い
つ
か
。
ま

た
、
入
れ
ら
れ
て
い
る
も

の
は
何
か
。
水
俣
市
が
八

幡
プ
ー
ル
群
の
一
部
を
譲

り
受
け
た
の
は
い
つ
か
。

一
方
水
俣
市
は
平
成
15
年

前
後
に
安
定
型
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
の
許
可
を

県
か
ら
得
て
い
る
か

答　

昭
和
36
年
に
県
か
ら

河
口
付
近
の
公
有
水
面
埋

め
立
て
を
免
許
さ
れ
る
。

当
時
の
法
律
に
は
最
終
処

問　

県
が
道
路
敷
き
は
安

定
型
最
終
処
分
場
で
は
な

い
と
主
張
す
る
な
ら
、
そ

の
証
拠
と
な
る
許
可
関
係

の
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
水
俣
市
は
詳
細

を
県
か
ら
回
答
い
た
だ
く

べ
き
で
あ
る
。
ど
う
す
る
か

市が譲り受けた八幡プール群の道路
敷は県に詳細資料の提出を問い合わ
せ中である

分
場
と
い
う
概
念
は
な
く
、

52
年
に
最
終
処
分
に
係
る

技
術
基
準
の
省
令
が
施
行

さ
れ
、
安
定
型
、
管
理
型

等
の
構
造
規
準
が
定
め
ら

れ
た
。
現
在
Ｊ
Ｎ
Ｃ
の
敷

地
内
の
安
定
型
最
終
処
分

場
は
構
造
規
準
に
し
た

が
っ
て
整
備
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
経
緯
は

現
在
熊
本
県
に
確
認
中
で

あ
る
。
次
に
、
入
れ
ら
れ

て
い
る
も
の
は
県
へ
の
報

告
書
で
は
ガ
レ
キ
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
に
対
す
る

許
可
に
は
更
新
は
な
い
。

水
俣
市
が
八
幡
プ
ー
ル
群

の
沿
岸
道
路
を
譲
り
受
け

た
の
は
平
成
14
年
12
月
で

あ
る
。
な
お
、
市
が
譲
り

受
け
た
道
路
部
分
は
安
定

型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
で
は
な
く
水
俣
市
に
は

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
設
置
の
許
可
は
不
要
と

県
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

答　

詳
細
な
資
料
は
県
に

お
尋
ね
し
て
い
る
が
ま
だ

返
事
は
き
て
い
な
い
。

問　

こ
の
八
幡
プ
ー
ル
群

へ
の
メ
チ
ル
水
銀
の
投
棄

は
水
俣
市
以
北
へ
の
水
俣

病
拡
大
の
原
因
と
し
て
最

高
裁
判
所
で
も
刑
事
判
決

が
決
定
し
て
い
る
。
水
俣

市
が
産
廃
最
終
処
分
場
の

許
可
を
得
な
い
ま
ま
八
幡

プ
ー
ル
群
の
周
辺
道
路
の

安
定
型
処
分
場
を
譲
り
受

け
た
の
な
ら
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
違
反
で
あ
る
。
現
在
そ

れ
が
確
定
し
て
い
な
い
段

階
で
は
臨
海
部
の
開
発
は

進
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な

い
か

答　

市
民
の
不
安
も
あ
り

進
め
て
い
き
た
い
。
調
査

は
続
け
る
。

　

そ
の
他
、
①
今
後
予
想

さ
れ
る
日
奈
久
断
層
の
地

震
へ
の
備
え　

②
水
俣
市

庁
舎
移
転
と
建
替
え
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

八
幡
プ
ー
ル
群

に
つ
い
て
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熊
本
地
震
で
の

水
俣
市
の
対
応

に
つ
い
て

防災・減災と
　　危機管理の強化を

問　

地
震
後
の
被
災
者
受

入
れ
体
制
と
し
て
ど
の
よ

う
な
事
を
し
た
の
か

答　

市
が
管
理
す
る
避
難

所
や
カ
ヌ
ー
艇
庫
へ
の
受

入
れ
準
備
、
市
営
住
宅
の

提
供
等
を
行
っ
た
。
ま
た

被
災
児
童
生
徒
16
人
の
受

け
入
れ
を
行
い
受
入
れ
情

報
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
報
道
機
関
に
情

報
提
供
を
行
っ
た
。

問　

長
期
的
な
避
難
に
な 

っ
た
と
き
、
市
は
ど
の
様

な
施
設
を
避
難
所
と
し
て

考
え
て
い
る
か

答　

基
本
的
に
は
市
が
管

理
す
る
避
難
所
を
中
心
に

開
設
す
る
が
、
地
域
が
管

理
す
る
避
難
所
も
あ
り
災

害
状
況
に
適
し
た
避
難
所

を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

今
回
の
地
震
で
自
主

防
災
組
織
と
消
防
団
は
市

と
連
携
し
て
ど
の
様
な
動

き
を
し
た
か

答　

自
主
防
災
組
織
へ
は

代
表
者
へ
連
絡
を
行
い
、

地
域
の
状
況
把
握
と
必
要

が
あ
れ
ば
地
域
管
理
の
避

難
所
開
設
を
お
願
い
し
た
。

消
防
団
に
つ
い
て
は
災
害

対
策
本
部
会
議
に
消
防
団

長
が
出
席
さ
れ
、
各
消
防

団
へ
協
議
内
容
や
対
応
な

ど
伝
達
い
た
だ
い
た
。

問　

４
月
16
日
の
本
震
が

発
生
し
た
と
き
、
市
は
全

員
登
庁
を
発
令
し
た
が
全

 塩﨑　達朗  議員

と
し
て
も
や
い
館
を
設
定

し
て
い
る
。
今
回
の
地
震

員
登
庁
し
た
の
か

答　

約
８
割
の
職
員
が
登

庁
ま
た
は
避
難
所
開
設
を

行
っ
た
。
市
外
居
住
で
登

庁
で
き
な
か
っ
た
職
員
に

対
し
て
は
、
防
災
危
機
管

理
上
、
市
内
に
居
住
し
て

も
ら
う
事
が
望
ま
し
い
と

認
識
し
て
お
り
、
職
員
採

用
時
に
市
内
居
住
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問　

福
祉
避
難
所
は
開
設

さ
れ
た
の
か

答　

本
市
の
福
祉
避
難
所

で
は
通
常
の
避
難
所
と
し

て
開
設
し
た
。

自
主
防
災
組
織

と
消
防
団
の
連

携
は

福
祉
避
難
所
を
開

設
し
た
の
か

問　

ど
の
様
な
手
順
で
進

め
て
行
く
の
か

答　

早
急
に
安
全
な
仮
庁

舎
に
庁
舎
機
能
を
移
転
し
、

「
水
俣
市
庁
舎
建
替
庁
内

検
討
委
員
会
」
で
基
本
構

想
の
検
討
を
行
い
建
替
工

事
の
工
程
を
進
め
節
目
節

目
に
公
表
し
て
行
く
方
向

で
考
え
て
い
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
現
況
は
ど
う
か

答　

現
時
点
で
は
応
募
は

な
い
状
況
で
あ
る
が
、
募

集
の
条
件
を
検
討
し
内
容

を
緩
和
す
る
等
、
様
々
な

手
段
を
使
っ
て
募
集
を
し

た
と
こ
ろ
、
数
件
の
問
い

合
わ
せ
を
受
け
た
。

問　

地
場
企
業
か
ら
の

「
お
し
ご
と
説
明
会
」
の

現
状
と
成
果
は
ど
う
か

答　

市
が
水
俣
高
校
と
連

携
し
て
平
成
27
年
度
か
ら

実
施
し
、
昨
年
度
は
地
場

企
業
へ
の
就
職
率
が
前
年

度
と
比
べ
26
％
か
ら
33
％

へ
向
上
し
て
い
る
。

庁
舎
建
替
問
題
に
つ
い
て

移

住

定

住

促

進

は

おしごと説明会の様子
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問　

本
市
の
危
機
管
理
体

制
の
強
化
の
た
め
に
、
他

紙
で
導
入
が
進
ん
で
い
る

防
災
士
の
資
格
を
も
っ
た

退
職
自
衛
官
を
危
機
管
理

官
あ
る
い
は
防
災
対
策
官

と
し
て
採
用
し
て
は
ど
う

か答　

前
向
き
に
検
討
し
た

い
と
思
う
。

問　

宝
川
内
の
土
石
流
災

害
で
全
国
か
ら
多
く
の
支

援
を
受
け
た
水
俣
市
な
の

に
、
被
災
地
支
援
に
関
し

て
、「
要
請
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
」
と
い
う
姿
勢
で

は
残
念
と
思
う
市
民
が
多

い
。
も
っ
と
、
被
災
地
に

寄
り
添
え
る
積
極
的
な
支

援
が
で
き
な
い
の
か

答　

市
民
に
そ
の
よ
う
な

声
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た

い
。

問　

現
在
の
市
役
所
庁
舎

は
ど
の
よ
う
な
状
態
か

答　

震
度
６
強
の
地
震
で

倒
壊
ま
た
は
崩
壊
の
恐
れ

が
あ
る
危
険
な
状
態
。

問　

移
転
場
所
、
移
転
に

掛
か
る
費
用
、
仮
庁
舎
で

の
業
務
開
始
の
時
期
、
仮

庁
舎
で
の
運
用
期
間
の
見

通
し
は
ど
う
か

答　

も
や
い
館
横
の
駐
車

場
に
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
庁
舎

を
建
て
る
計
画
。
現
時
点

で
算
出
で
き
る
費
用
は
約

４
億
８
千
万
円
。
他
に
も 谷口　明弘  議員

諸
々
の
費
用
が
予
想
さ
れ

る
。
10
月
に
は
移
転
を
開

始
し
早
け
れ
ば
来
年
１
月

か
ら
の
運
用
開
始
を
目
指

す
。
運
用
期
間
は
５
〜
６

年
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

も
や
い
館
横
駐
車
場

は
駐
車
場
が
少
な
く
今
で

も
問
題
を
抱
え
て
い
る
が

駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て

具
体
策
は
あ
る
の
か

答　

近
隣
の
市
有
地
を
含

め
、
で
き
る
だ
け
市
民
の

ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

最
大
限
努
力
す
る
。

新庁舎建替の
財源として国の支援を

問　

平
成
20
年
頃
、
窒
素

か
ら
八
幡
社
宅
跡
に
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
で
市
役
所
庁
舎
を

建
て
な
い
か
と
提
案
が
な

さ
れ
た
。
当
時
の
宮
本
市

長
が
そ
の
提
案
を
受
け
入

れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
事
態
は
避
け
ら
れ
た
と

思
う
が
現
執
行
部
は
、
ど

う
考
え
る
か

答　

当
時
の
執
行
部
が
判

断
し
た
こ
と
な
の
で
特
に

コ
メ
ン
ト
し
よ
う
が
な
い
。

問　

国
か
ら
の
財
政
支
援

を
受
け
る
た
め
に
は
、
政

権
与
党
で
あ
る
自
民
・
公

明
党
と
の
パ
イ
プ
が
重
要

で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
う

い
う
思
い
で
、
松
村
参
議

院
議
員
の
選
挙
対
策
本
部

立
ち
上
げ
式
に
参
加
し
た

の
か

答　

市
長
と
し
て
案
内
が

あ
れ
ば
、
時
間
が
空
い
て

い
る
限
り
、
様
々
な
会
合

に
参
加
し
て
い
る
。

問　

新
庁
舎
建
設
候
補
地

は
ど
こ
か
。
建
設
費
の
概

算
は
い
く
ら
か
。
財
源
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
市
民
の
税
負
担
は
増

え
る
の
か

答　

現
在
地
も
含
め
、
再

度
白
紙
の
状
態
か
ら
検
討

す
る
。
建
設
費
の
概
算
は

平
成
25
年
9
月
定
例
会
で

は
26
億
と
答
弁
し
た
が
、
震

災
復
興
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
施
設
の
建
設
需
要
が
増
し

て
い
る
影
響
で
、
35
億
か
ら

40
億
程
度
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
財
源

は
、
通
常
、
交
付
税
措
置

は
な
い
の
で
、
市
債
、
基
金
、

一
般
財
源
を
充
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
熊
本
地

震
に
対
す
る
財
源
支
援
を

熊
本
県
が
国
に
要
望
し
て

い
る
状
況
。
市
民
の
税
負
担

は
増
え
な
い
が
、
借
金
返

済
が
発
生
す
る
の
で
市
の

財
政
運
営
は
厳
し
く
な
る
。

庁
舎
の
機
能
移

転
に
よ
る
駐
車

場
の
確
保
は

新
庁
舎
建
設
の

財
源
確
保
を

危
機
管
理
体
制

の
強
化
を
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答　

地
震
直
後
の
繁
雑
し

た
状
況
も
あ
り
、
無
料
開

放
が
遅
れ
、
一
部
の
被
災

さ
れ
た
方
々
へ
御
迷
惑
を

か
け
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
。
６
月
14
日
ま
で
に

延
べ
１
４
９
人
の
被
災
者

が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
支

援
継
続
と
し
て
当
分
の
間

実
施
す
る
。

問　

気
象
庁
は
本
年
６
月

か
ら
自
然
災
害
が
多
い
時

期
に
気
象
予
報
士
を
自
治

体
に
派
遣
す
る
モ
デ
ル
事

業
を
始
め
た
。
今
後
、
防

災
力
向
上
の
た
め
に
も
是

非
活
用
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か

答　

本
市
は
平
成
15
年
の

災
害
を
受
け
、
民
間
気
象

会
社
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ

と
契
約
し
、
常
時
、
気
象

情
報
の
提
供
を
受
け
て
い

る
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
が
機

能
し
な
か
っ
た
理
由
は
な

に
か

答　

県
の
包
括
協
定
が
当

初
予
定
か
ら
ず
れ
込
む
と

の
話
が
あ
り
、
４
月
の
運

用
開
始
に
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

問　

被
災
者
支
援
と
し

て
、
湯
の
鶴
温
泉
保
健
セ

ン
タ
ー
ほ
た
る
の
湯
を
無

料
開
放
す
る
よ
う
申
し
入

れ
た
も
の
の
、
一
週
間
も

要
し
た
原
因
は
ど
う
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
か

 小路　貴紀  議員

熊本地震の被災地・被災者に
心寄り添える継続的な支援を

問　

公
的
な
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
私
的
な
市
長
ブ

ロ
グ
が
リ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
が
、
公
私
の
区
別
は
つ

い
て
い
る
と
思
う
か

答　

他
の
首
長
も
同
様
に

個
人
ブ
ロ
グ
を
リ
ン
ク
し

て
い
る
の
で
問
題
な
い
。

問　

４
月
17
日
に
「
さ
す

が
に
３
日
連
続
徹
夜
で
疲

れ
ま
す
！
」
と
ブ
ロ
グ
配

信
さ
れ
た
が
、
後
日
削
除

さ
れ
て
い
た
が
、
ど
う
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
か

初
恋
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
長
ブ
ロ
グ
は

公
私
の
区
別
を

熊
本
地
震
に
お
け
る
一
連
の
諸

対
応
に
関
す
る
評
価
と
課
題
は

答　

都
度
、
誤
字
脱
字
も

含
め
修
正
を
し
て
お
り
、

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

問　

土
石
流
災
害
時
に
多

方
面
か
ら
多
く
の
支
援
を

受
け
た
経
験
を
知
っ
て
い

る
市
民
か
ら
は
批
判
の
声

が
あ
っ
た
。
被
災
自
治
体

や
被
災
者
に
対
し
て
配
慮

に
欠
け
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
ど
う
か

答　

ど
れ
ほ
ど
の
市
民
が

ブ
ロ
グ
を
見
た
か
わ
か
ら

な
い
が
、
不
快
な
思
い
を

さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
は

遺
憾
で
あ
り
、
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。

問　

関
連
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
て
以
来
、
投
じ
ら
れ

た
費
用
は
い
く
ら
か

答　

平
成
27
年
度
の
実
績

は
、
初
恋
通
り
商
店
街
に

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ブ
ロ
ン

ズ
像
を
設
置
す
る
等
、
１
，

３
５
５
万
６
千
円
。
平
成

28
年
度
は
２
，
８
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。

問　

初
恋
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス

ト
３
部
作
の
費
用
は
。
ま

た
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
か

答　

事
業
費
は
５
１
５
万

円
。
各
メ
デ
ィ
ア
に
多
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
初
恋
の

ま
ち
＝
水
俣
の
イ
メ
ー
ジ

づ
く
り
に
大
い
に
貢
献
し

た
と
思
う
。
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市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見れます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

69
2
0
1
6
年（
平
成
2
8
年
）７
月
1
5
日
発
行

　

熊
本
地
震
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
と
と
も
に
、
い
ま
だ
に
不
自

由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
被
災
者
の
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

発
災
か
ら
３
カ
月
経
っ
た
今
も
、

依
然
と
し
て
余
震
が
収
ま
ら
ず
、

不
安
な
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
が

ふ
る
さ
と
熊
本
復
興
に
向
け
、
水

俣
市
議
会
と
し
て
も
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
も
今

回
か
ら
新
た
な
メ
ン
バ
ー
が
加
わ

り
新
体
制
で
編
集
作
業
に
当
た

り
ま
し
た
。
編
集
委
員
の
メ
ン

バ
ー
は
皆
や
る
気
に
満
ち
て
い
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
情
報
を
、
わ
か
り

や
す
く
掲
載
で
き
る
よ
う
知
恵
を

絞
っ
て
紙
面
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

き
っ
と
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
情

報
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
隅

か
ら
隅
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長　

谷
口　

明
弘

　
　

副
委
員
長　

小
路　

貴
紀

　
　

委　
　

員　

桑
原　

一
知

　
　
　

〃　
　
　

髙
岡　

朱
美

　
　
　

〃　
　
　

田
口　

憲
雄

　
　
　

〃　
　
　

田
中　

睦

　
　
　

〃　
　
　

中
村　

幸
治

　
　
　

〃　
　
　

藤
本　

寿
子

議
会
事
務
局
職
員　

上
田　

純

４月８日　「春の全国交通安全運動」啓発活動
４月12日　第260回熊本県市議会議長会（人吉市）
４月30日　水俣環境アカデミアオープニング式典
５月10日　各派代表者会議（熊本地震に伴う支援に

ついて）
５月20日　各派代表者会議（議会運営委員の選任、

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙等
について）

５月24日　総務産業常任委員会（市営住宅牧ノ内団
地２号棟建設工事　現場見学会）

６月５日　第44回水俣市・葦北郡各町対抗陸上競技
大会（エコパーク水俣）

６月10日　平成28年第２回水俣市議会定例会開会
６月21日～ 23日　一般質問、質疑　
６月23日　庁舎建替等対策特別委員会の設置（委員

長、副委員長の選定）

６月24日　各常任委員会
６月27日　庁舎建替等対策特別委員会（国の財政支

援を求める意見書について）
６月30日　平成28年第２回水俣市議会定例会閉会
　　　　　庁舎建替等対策特別委員会（国・県への

陳情について）

（Ｈ28. ４. １～６.30）

議会だより編集委員会が、新しいメンバー
構成になりました。９人で力を合わせ、分
かりやすく、読みやすい紙面づくりに努め
ます。

＜本号の表紙写真＞
　湯の児はタツノオトシゴが繁殖を行う全国的に非常に珍しい場所です。現在、
湯の児で繁殖の最盛期を迎えているこのタツノオトシゴは子宝、安産、夫婦円満
を象徴する魚で、なんとオスが卵を抱えて、出産するというイクメン魚です。
　今後繁殖の聖地としていくには、生態の観察・保護、そして海中を含めた自然
環境の保全が必要です。
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